ソフトタンクによる液体輸送時の挙動に関する研究 by 齊藤 礼
ソフトタンクによる液体輸送時の挙動に関する研究




    修士学位論文
ソフトタンクによる液体輸送時の































2．3．2、2．氷嚢模型・・・・・・・・・・・・・… 、・・・・・・・・・・・・…  14
2．3．3．1．実験状態（設置方法）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…  14
2．3．3．2．実験状態（速度変化）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…  15








3．2．4．模型の寸法・・・・・・・・・…  ∵・・・・・・・・・・・・・・…  17
3．3．ソフトタンク1／2模型・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…  18
3．3．1．一段積み状態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…  18











3．5．1．計測点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…  9・・・・・…  54
3．5．2．一段積み状態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…  55
3．5．3．二段積み状態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…  60









































































  七1㌘♂  。》
擁 ～  源ジ
       殴。．， 謹

















































Fz 一規格負荷 Mx 一













































PCインターフェース PCMCIA2．1！JEIDA4．2以上Type H PCカード
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mR 125（kg） 250（kg） 1（kg） 2（kg）
mN 9（kg） 40。25（kg） 一 一
L 0．27（m） 0．27（m） 0．ll（m） 0．ll（m）
HR 0．3625（m） 0．71625（m） 0．1305（m） 0．25625（m）
HN 0．545（m） 0．545（m） 一 一
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3．3．2．1．二段積み状態（実験結果と計算値の比較）
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               Table．3－2計測点の位置
記号 計測点 計測点の位置
Dl 中央 上部 中央部最下部から344（mm）上部の位置
D2 中央 中部 中央部最下部から144（mm）上部の位置
D3 中央 下部 中央部最下部から44（mm）上部の位置
D4 中段100（mm） 中央 中部から水平方向に100（mm）の倖置
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e’ie ＝cosO±sin O （4．1）
は指数法則匪γ一・・’（・e）・1・より
einθ＝cos（nθ）＋ i sin（nθ）  （4．2）
e－inθ＝cos（nθ）一i sin（nθ）  （4．3）
と書き直すことが出来る。式（4．2）と（4．3）掛けての和を2で割ることで、cos関数が、差を2iで
割ることでsin関数が以下のように求まる。
         ノみ   ル…（・・）一e ｷθ （4・4）
     ノ      あ Sin（nθ）一ef （4・5）
 フーリエ級数の式
   1   co
f（）c）＝Ta・＋Σ（傷…nu＋bn・in nx） （4・6）





        ノとなる。ここで複素フーリエ係数を、






    の！（x）一Σ・“4〃エ （4・9）


















       2π2πκ＝一ん  礁＝一より、












           一，η返ん
で表される。ここでω＝θ 切として、
ηとんを二進数で表して
η＝4」ρ＋2g＋r    （4．17）
            （p，g，r，s，t，uはそれぞれ1または0の値をとる）
k＝4s＋2t＋u    （4．18）
と置くと（4．16）式は、
             
Cn≡・pqr一
ｰΣΣω｛’6ps＋8gs＋4「s＋8pt’4qt’2”’＋‘P”＋2gu＋rn｝F（E’・） （4・19）
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一    ■    ■    ■ 一全体の上下方向の振動電圧成分
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一・一 S体の上下方向の振動電圧@  成分
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一・一 S体の上下方向の振@  動電圧成分
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・・一・ S体の上下方向の振動@  電圧成分 ∫叉
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          a2
                    （5．3）F， （a） ＝    a2 ＋ 2g（2z× f， ）a ＋ （2z × f， ）2
 各モードの伝達関数君（o）によって得られた各モードの応答加速度の最大値をA。ut、入力加
速度αの最大値をA，．とすると、衝撃伝達率Trは次式のように表される。
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